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レアメタル使用量低減
技術やレアメタル代替
材料の開発

石油化学およびバイオマス等次
世代資源の化学において、レアメ
タルを使用する固体触媒は不可
欠となっている。本プロジェクトでは、
高度に設計された金属微粒子お
よび担体酸化物粒子を活用し、
レアメタル使用量を飛躍的に低減
ないしはレアメタルを代替する革新
的高性能触媒の開発を行う。
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従来型プロセスの触媒

・固体触媒にはレアメタルが使用
（Ni, Co, Pt, Pd, Rh, Re, Ir, CeO2, etc)

低活性触媒
大量の触媒
大型反応器

高活性触媒
少量の触媒

コンパクト反応器

酸化物クラスタ
修飾金属微粒子(冨重・

中川・藪下）

革新的プロセス
の触媒を開発！

金属ナノ粒子
（林）

次世代資源（バイオマス）

高性能触媒＋水素

酸化物の調製
（長尾）
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選択的水素化（C=O, COOH)

C-O結合選択的
水素化分解
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Glycerol

1,2-PrD 1,3-PrD

1,2-PrD

1-PrOH

Cellulose
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Xylitol
Amino alcohol

n-Pentane

α,β−unsaturated
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Erythritol

1,4-BuD

1,5-PeD
1,6 -PeD

THFA THPM Furfural

1,3-BuD

n-Hexane

OH

HexanolsOH

Ir-ReOx

Rh-ReOxRh-MoOx

C-O結合完全水素化分解

Rh, Ir, Ruなどの金属
ナノ粒子の表面をMo, 
W, Reなどのイオンま
たは酸化物種で修飾
することで、水素化分
解反応や水素化反応
の触媒性能が飛躍的
に向上させることがで
きる。活性向上だけで
なく、有用生成物へ
の新しい反応ルートを
開かせることも多い。

固体触媒の多くは酸化物の粒子表面上に活性中心となる化学種（孤立種、クラスター、ナノ粒子）が分散した構造を
持つ。本研究では、構造を制御した酸化物や金属を組み合わせて触媒活性の劇的な向上を目指す。高活性触媒の
開発は、生成物の生産性を向上させるため、必要とされる触媒そしてレアメタルの使用量の低減を可能にする。
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従来型プロセスの触媒　　

・固体触媒にはレアメタルが使用
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低活性触媒

大量の触媒
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少量の触媒

コンパクト反応器



酸化物クラスタ

修飾金属微粒子(冨重・中川・藪下）

革新的プロセス

の触媒を開発！

金属ナノ粒子

（林）

次世代資源（バイオマス）

高性能触媒＋水素



酸化物の調製

（長尾）





Ir-ReOx/TiO2(rutile)





















ゴム









OH







O















image6.wmf

O


H


O


H


H


O




image7.wmf

O


H


O


H


H


O


O


H




image8.wmf

O


H


H


O




image9.wmf

O


H


H


O




image10.wmf



image18.jpeg



image19.emf

500 nm




image20.tiff













image11.jpeg



image12.jpeg



image13.jpeg



image14.jpeg



image15.png



image16.jpeg



image17.jpeg



image1.jpeg



image2.jpeg



image3.jpeg



image4.jpeg



image5.jpeg
























































































選択的水素化（C=O, COOH)

C-O結合選択的

水素化分解













Amino acid

a,b-unsaturated

aldehyde











Glycerol

1,2-PrD

1,3-PrD

1,2-PrD

1-PrOH

Cellulose

Sorbitol

Xylitol

Amino alcohol

n-Pentane

a,b-unsaturated

alcohol

Erythritol

1,4-BuD

1,5-PeD

1,6 -PeD

THFA

THPM

Furfural

1,3-BuD

n-Hexane





Hexanols





Ir-ReOx
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C-O結合完全水素化分解

Rh, Ir, Ruなどの金属ナノ粒子の表面をMo, W, Reなどのイオンまたは酸化物種で修飾することで、水素化分解反応や水素化反応の触媒性能が飛躍的に向上させることができる。活性向上だけでなく、有用生成物への新しい反応ルートを開かせることも多い。
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